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2025年
ヘリ活動 計24件＝現場救急12件・離島転院搬送12件・災害捜索0件

活 直 4月 1-30日
飛行機活動計 0件＝帰島搬送0件・離島転院搬送0件

動 近 ヘリ活動 計19件＝現場救急9件・離島転院搬送10件·災害捜索0件
報 3 2025年 5月 1-31日

飛行機活動計3件＝帰島搬送3件・離島転院搬送0件
告 か ヘリ活動 計 18件＝現場救急7件・離島転院搬送1 1件・災害捜索0件月 2025年 6月 1-30日

飛行機活動計 3件＝帰島搬送2件・離島転院搬送 1件

活動風景の写真などを添付してください

東村内の落下事故現場へ出動
(2025年5月14日：つつじ園）

コメント

■沖縄本島北部医療用ヘリ活動

那覇から石垣島へ脹誹骨開放骨折患者の帰島搬送
(2025年5月16日：石垣島空港）

28日

沖縄緊急時において15分以内の初期治療の可否が救命率に大きく左右します。ドクタ ー ヘリは15分以内に医師が現場に駆け付
け、救命治療を行える体制構築を目標としています。沖縄県のドクタ ー ヘリは浦添市に配備されており、かつ、沖縄県本島の最
北端の救命病院は名護市となります。北部救急救助ヘリの運営によリ、北部地域の救命活動に取り組んています。
■琉球諸島医療用飛行機活動

沖縄県ては1q72年の日本復帰以降、陸上自衛隊および海上保安庁への災害派遣要請による離島急患搬送が開始され、2008年に
沖縄県本島にドクタ ー ヘリが導入されましたが、先島・大東諸島からの長距離離島における迅速な搬送体制の構築は未だ沖縄県
の命題であリ、また感染症患者の搬送や、身体的に公的交通手段では帰島てきないなどの離島特有の問題も介在しています。改
善策として、飛行機を活用した南西諸島全域の医療支援に取り組んでます。
【個人憐報保ほ方針について】 （株）サンシャイン 【サンシャインゆいま～る事務局】
（株）サンシャインl諏得する個人情報につきましては、 選考及び施策に必要な範囲で利用し、 頁任1〒901-2213 沖縄県宜野湾市志真志4-1-1 サザンピル3階

を持って（樹サンシャイン本社にて笞理致します。担当事務局、 （株）サンシャイン内［サンシャイン電話：098-896-0022（島袋・比嘉） FAX : 098-896-0065 
ゆいまーる】施策関係者以外の第三者に情報の揺供をする事はありません． メール：okinawa_yuima-ru@oh-ich1.Jp
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